
～持続可能なまち基盤づくり予算～

令和６年度
美濃市当初予算の概要



美濃市第６次総合計画

1

市民と共に創るまち

一人ひとりが挑戦 夢かなえるまち

１.健康でうるおいのあるまち

２.子どもたちが誇りに思う輝くまち

３.魅力と活力あふれるまち

４.安全・安心なまち

４つの基本目標

将来都市像

基本理念



当初予算の総額

一般会計 対前年度比
総 額 対前年度比

3億9,600万円の増
6億2,774万円の増

一般会計
特別会計
企業会計

103億9,600万円（4.0％増）
52億7,470万円（0.7％増）

59億3,030万円（3.4％増）

２

合 計 216億 100万円（3.0％増）



政策の４つの柱

１.子育て支援充実による未来の人づくり

２.健診・予防による健康づくり

３.災害時に備える防災地域づくり

４.地域経済力を高める基盤づくり

令和６年度 当初予算のテーマ

「持続可能なまち基盤づくり予算」

３



１.子育て支援充実による未来の人づくり
子育て・教育

４

【新】 子育てモバイルアプリの導入 33万円

● ３歳未満児保育の利用者への支援 3,992万円

● 出産・子育て支援（妊娠・出産時にそれぞれ５万円相当を支給） 1,023万円

● 保育士確保支援（保育士１人あたり月額給与等5千円を助成） 584万円

● ２４時間対応病児病後児保育 704万円

【拡】 子ども・介護・障害等にかかる相談窓口（重層的支援体制の充実） 543万円

● 福祉医療の助成（乳幼児～高校生、母子・父子家庭等） 1億9,804万円

【新】 健康文化交流センター児童ルームの設備を充実 70万円

【新】 中学校部活の地域クラブ移行に係る支援 87万円

● 小中学校非常勤講師の配置（少人数指導、特別支援員等） 1億 568万円

【新】 奨学金による就学支援（新たな奨学金制度の創設（給付型）） 650万円

【拡】 専門医と連携した不登校対策 105万円

【新】 年間を通じたインターシップ事業



２.健診・予防による健康づくり
健康・福祉

５

【新】 特定健康診査の受診勧奨 317万円

● 人間ドック受診費用の助成 1,680万円

● 健康年齢の向上、健康診断の推進 2,389万円

● フレイル予防等の高齢者健康対策支援 1,689万円

● 縁側コミュニティ事業の推進 96万円

【新】 全国健康福祉祭（ねんりんピック）プレイベントの開催 74万円

● 総合フェア（健康フェア・産業祭・防災フェア）の開催 2,366万円

【新】 長寿お祝い事業 801万円

【拡】 子ども・介護・障害等にかかる相談窓口(重層的支援体制の充実)〈再掲〉 543万円



３.災害時に備える防災地域づくり

防災・住環境

６

【新】 防災拠点施設整備の推進（基本・実施設計） 5,000万円

【新】 防災行政無線のデジタル化（防災アプリの導入） 1,582万円

【新】 美濃病院非常用発電機更新 1億4,062万円

● 自主防災組織の育成 100万円

【新】 老朽化市有施設の解体 9,570万円

【拡】 空き家除去支援 1,060万円

● ライフラインの保全（倒木による停電等を防ぐための立木伐採） 1,883万円

【新】 災害復旧事業（R5年8月豪雨による余取川７号橋の復旧） 4,900万円

● 道路整備、橋梁長寿命化修繕、河川改良等 3億1,220万円

● 防犯カメラの設置補助 105万円



４.地域経済力を高める基盤づくり

産業・観光・移住・文化

７

【拡】 市道笠神・丸山線道路整備(企業誘致関係) 1億8,140万円

【新】 農村地域産業導入実施計画策定（企業誘致関係） 440万円

【新】 都市計画道路の見直し（企業誘致関係） 563万円

【新】 市道笠神・丸山線埋蔵文化財発掘調査事業（企業誘致関係） 1,860万円

【拡】 市道笠神・丸山線改良に伴う配水設備拡張（企業誘致関係） 3,800万円

【新】 地域プロジェクトマネージャーによる地域活性化 649万円

● 地域おこし協力隊による地域活性化 2,232万円

● 地域活性化起業人による地域活性化 995万円

● 民間活力創生事業（空き店舗等活用支援、第６次産業化支援 等） 2,508万円

【新】 県内就職者（市内在住）に対する奨学金の返還支援 180万円

● 保育園留学事業 330万円

【拡】 ふるさと納税を活用したシティプロモーションの推進 4,466万円

【新】 周年記念事業【別紙のとおり】



ＳＤＧｓ・カーボンニュートラル・ＤＸの推進

・地球規模の課題に対応するため、令和４年度に各協議会を官民連携で設立

・令和５年度に各協議会で議論した推進計画を市に答申、官民連携による計画として市が策定

・令和６年度は推進計画に基づき、各種取組を本格展開

①SDGsの推進

８

【新】 ＳＤＧｓワークショップ開催等 13万円

【新】 ＳＤＧｓ普及啓発（広報、チラシ等による啓発）

【新】 若手・中堅職員向けＳＤＧｓ研修の開催

● 「清流の国ぎふ」ＳＤＧｓ推進ネットワークとの連携

● ＳＤＧｓ教育の推進（小中学校等との連携強化）

● ドローンを使った河川美化対策事業 241万円



②カーボンニュートラルの推進

９

● カーボンニュートラル市民向け普及啓発等 60万円

【新】 身近な自然環境保全（外来種駆除） 20万円

【新】 美濃会館の運営（太陽光発電による環境負荷低減施設へリニューアル）

【新】 市営住宅共用灯ＬＥＤ化工事 1,625万円

● 住宅用太陽光発電設備等設置補助 625万円

● 電動生ごみ処理機等購入補助 46万円

● 生ごみ発酵促進剤等購入補助 12万円

● ダンボールコンポスト製造 29万円

● 間伐実施確保対策補助 843万円

● 環境教育の推進（小中学校等との連携強化）

● ドローンを使った河川美化対策事業〈再掲〉 241万円

● 森林整備の推進 3,206万円



③DXの推進

１０

【新】 自治体情報システム標準化・共通化 4,039万円

【新】 防災行政無線のデジタル化（防災アプリの導入）〈再掲〉 1,582万円

【新】 子育てモバイルアプリの導入〈再掲〉 33万円

【新】 選挙投票環境の整備（商業施設での投票・移動投票所） 511万円

【新】 ＤＸ人材育成事業 10万円

【新】 庁内グループウェアの刷新 117万円

【新】 電子契約サービスの導入 11万円

【拡】 行政手続きのオンライン化の推進 66万円

● 地域活性化企業人の活用（ＤＸ推進アドバイザー）〈再掲〉 995万円の一部

● デジタルディバイド対策事業（スマホ教室の開催） 44万円

● ＡＩ議事録作成支援システムの活用 23万円

● 職員ビジネスチャットの活用 83万円



周年事業で地域の活性化

11

・本市に受け継がれてきた自然、歴史、文化を振り返り、次世代に継承し、未来を考えるきっ

かけとして、節目の年を市民とともに祝う

令和６年度の周年記念事業等

別紙

【新】 市制施行70周年記念事業（R6年10月19日予定） 352万円

【新】 金森長近公生誕500年記念事業 （R6年10月予定） 724万円

【新】 ユネスコ無形文化遺産登録10周年記念事業(R6年12月1日予定) 100万円

【新】 和紙の里会館30周年記念事業（R6年6月~R7年2月予定） 100万円

【新】 士幌町姉妹交流30周年記念事業（R6年4月予定）

【新】
「清流の国ぎふ」文化祭2024美濃大会開催
(R6年10月19日~11月24日予定）

1,666万円


